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 平成３０年度 尾張旭市市民活動促進助成事業候補選定会議 

公開プレゼンテーション会議録 

 

1 開催日時 

  平成３０年５月１９日（土） 

  開会 午前１０時   閉会 午前１１時 

 

２ 開催場所 

  尾張旭市渋川福祉センター 研修室 

 

３ 出席者（敬称略） 

 【候補選定会議候補選定員（以下選定員という。）】 

   特定非営利活動法人ボラみみより情報局 代表理事 織田 元樹 

 金城学院大学国際情報学部 教授 齊藤 由香 

 企画部企画課長 竹内 元康 

   市民生活部市民活動課長 岡田 和也 

 【申請団体】 

① ルカ子ども発達支援ルーム 

② 劇団びっくり箱 

③ はやぶさ地防会 

④ 一般社団法人日本キッズ体育協会 

 

 【事務局】 

市民活動支援センター所長 西尾 頼子   

市民活動支援センター副主幹 喜多野 純子   

    

４ 会議概要 

  開会あいさつ 

選定員の紹介 

申請事業プレゼンテーション・質疑応答 

選定員講評・会長総評 

閉会あいさつ 

 

５ 会議の要旨 

事務局 定刻になりましたので、ただいまから平成３０年度市民活動促進助

成事業候補選定公開プレゼンテーションを開催します。はじめに、尾

張旭市市民活動支援センター所長 西尾頼子から、ごあいさつを申し
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上げます。 

市民活動支援セ

ンター所長 

《あいさつ》 

事務局 続きまして、本日の助成事業候補選定員４名の方々をご紹介いたし

ます。 

《選定員紹介》 

《進め方を説明》 

では、始めてまいります。 

＜事業説明＞ 

①ルカ子ども発達支援ルーム 

＜質疑応答＞ 

織田選定員 非常にすばらしい活動だなと思います。 

発達障害の問題は、まだまだ進んでいないところがあるので、すば

らしいと思います。 

ここに書かれている計画書の中で、対象者及び参加予定人数（うち

団体の会員数）の欄に、①の２０名（１回につき７名）、②の２０名（１

回につき３名）とありますが、各回２０名を予定していますか。 

ルカ子ども発達

支援ルーム 

①の（１回につき７名）、②の（１回につき３名）というカッコの中

の数字は、スタッフの数です。スタッフ数を含めて２０名の意味です。

昨年の実績を元にしています。 

織田選定員 将来、ＮＰＯ法人化を目指しているとのことで、こういうところの

書き方は、２０名×７回と書いた方が、数字が大きくなるので、書類

を見たときのイメージが変わります。数字を大きく書いた方がいいで

す。 

予算のところですが、講師料が６万円で４回となっていますが、開

催回数と合いませんが大丈夫ですか。 

ルカ子ども発達

支援ルーム 

３団体依頼しています。もう１団体依頼を計画中ですが、他の回に

ついては、スタッフが実施します。 

織田選定員 外部講師を呼ぶプログラムと、外部講師を呼ばないプログラムがあ

るということですね。これも明確に書いた方が、分かり易いです。 

これでお金足りるかな？と思いましたので質問させていただきまし

た。 

他に、文具とか教材費は、どんなものを予定されていますか。 

ルカ子ども発達

支援ルーム 

サロンに関しては、ワークショップで自分を癒す小箱を創ったりす

るのでその材料費や、親子ひろばは手作り遊びの材料費です。 
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織田選定員 情報紙広告料ですが、どこに載せようとしていますか。 

ルカ子ども発達

支援ルーム 

昨年度はポトスに掲載させていただきましたが、広告会社と交渉し

て、いいところに載せたいなと思います。 

織田選定員 こんなに安く載せれたのですか。 

ルカ子ども発達

支援ルーム 

枠の大きさによるんですけれど、ちいさいところだとこれぐらいで

できました。 

織田選定員 ありがとうございます。 

齊藤選定員 非常に興味深い発表をありがとうございました。質問の前に感想で

すが、非常に目的がはっきりしておられ、ただ単に悩みを抱えた親御

さんたちが集まるだけでなく、専門的な知に裏付けられているといい

ますか、講演だったりワークショップだったりと、すごくしっかりし

ていると思いました。 

質問ですが、事業体制のところで、近隣大学の保育専攻学生ボラン

ティアとありますが、このあたりは、もう目途は立っていますか。具

体的にあれば教えてください。 

ルカ子ども発達

支援ルーム 

昨年度は、名古屋経営短期大学の子ども学科の先生とつながりがあ

り、その先生から２、３名ボランティアを募集していただき、毎回２，

３名の学生に来ていただいていました。学生さんのご都合もあるので、

テストの時期や実習の時期は来れないときもありましたが、毎回依頼

して来れる方は来ていただくというふうでお願いしております。 

齊藤選定員 ありがとうございます。 

＜事業説明＞ 

②劇団びっくり箱 

＜質疑応答＞ 

竹内選定員 さすがに劇をやってみえるということで、最初のつかみがお上手で

すね。楽しく拝見させていただきました。ただ、お話が、早口になっ

てしまい、時間も短いというのがありますが、できるだけゆっくり話

していただけると、感じが変わると思います。 

提出された事業計画書では、４ 事業の目的、５ 期待される効果と

して、伝統文化、行事を劇を通じてわかりやすく伝えていくというこ

とで、家族や地域単位で、改めて文化伝承の大切さ共有をする、とい
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うふるさとの愛着とか、誇り、シビックプライド、こういったことに

つながる、夢のある意義のある活動と思いますので、ぜひ継続してい

ただきたいと思います。確か、今年は、あさひの特産物イチジクにち

なんだ取り組みもされていると承知していますが、今年は森林公園を

中心にということで、お話をされましたが、尾張旭の昔話とか、ふる

さとカルタとか、そういった題材を見られて、何か今後取り組んでい

きたい、もっと紹介したいところはありますか。 

劇団びっくり箱  台本を考えているので、前のめりで何をネタにしようかと思って、

常に尾張旭を歩いているんですけれど、謎の弘法様がやっぱり気にな

ります。絶対子ども達も知らないと思うので、弘法様のできたいきさ

つとか、三大弘法とか。 

あと、市制５０周年をもうすぐ迎えるということで、いつ尾張旭に

なったのか、そういうのもいいなと思いました。 

竹内選定員 人の確保と資金の確保は市民活動には重要なことと思いますが、提

出された書類の方で、今年の活動費は劇団びっくり箱さんの前身とし

て活動してみえた幼稚園のバザーの出展、こちらの収益の繰越金が大

きいというようなことが書いてあります。今年度はバザーの出展予定

がないということですけど、今後自立して活動を行っていくのに、資

金の確保は重要になってくると思いますが、そのあたり、お考えをお

示しいただければと思います。 

劇団びっくり箱 バザーに時間を取られるより、演劇に時間を割きたいということと、

子育て中なので中々製作時間が取れないということがあります。 

今回、助成金とか出させていただくと、有名になることによって、

子ども会などからお声がかかり、お金のある団体さんからの謝礼で回

していければと思います。 

竹内選定員 ありがとうございます。 

織田選定員 すばらしいなと思っていつも見させていただいています。今どれぐ

らいの台本を作られたんですか？ 

劇団びっくり箱 いちじくの話と、電車に乗って（幼児向け）、たなばた（小学生向け）、

鈴木出版さんの「たなばたバス」という絵本を基にしたもの（幼児向

け）。鈴木出版さんに「使ってもいいですか？」とご連絡して作りまし

た。あと森林公園、尾張旭の昔話、これくらいです。 

織田選定員 これから、どんどんレパートリーが広がって、やっていくうちに人

が広がっていくと思いますので、ぜひ、充実させて発展させていただ

けたらと思います。ありがとうございました。 

＜事業説明＞ 
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③はやぶさ地防会 

＜質疑応答＞ 

岡田選定員 おつかれさまでした。 

避難所での子ども達のストレス解消という視点は非常に大切なこと

だと思っています。また、日頃から関係団体と連携を取られ、積極的

に取り組まれていると思います。子どもたち中心でなされるのも非常

にすばらしいと思います。 

事業計画書ですが、対象者が、大学生、高校生、中学生、小学生と

ありますが、その後ろに一般の方、団体さんなども含めてというふう

にお書きいただいていますけれども、年齢層が幅広く参加されること

で、期待される効果はありますか？ 

はやぶさ地防会 一般というと、お子さん、お孫さんをお持ちの方とかが、一緒に来

て参加していただけることが想定されます。近隣の子どもさんをあや

したり、遊びを思いつき、学生たちが持っているもの以外に教えてい

ただける機会ができると思います。そういう意味で、幅広い年齢の方

が関心を示していただけて、アイデアを示していただけると幸いなこ

とだと思います。 

岡田選定員 防災というと、より実践的な訓練が望まれるところです。大人の方

がみえないような避難所はないかと思いますので、そういう形でやっ

ていただけるとより実践に近い形で、いろいろなことが考えられると

思います。 

今回２年目の活動になりますが、今後の展開や新たな活動などを考

えてみえれば、思いをお持ちでしたらお聞かせいただければなと思い

ます。 

はやぶさ地防会 毎回定例会を開き、実際に必要とされるニーズはないか、１０人ぐ

らい集まりますが、その中で、昨年実施したこの事業が必要なのでは

ないかということで、取り上げさせていただいたことなんですけれど

も、また、次のことも今、思案中で、なるべく実習体験できるもの、

大学生・高校生を育てて生きたいので、彼らができるような取り組み

を考えていきたいと思います。 

岡田選定員 継続することは非常に大切なことですので、ぜひ今後もよろしくお

願いいたします。 

織田選定員 おつかれさまでした。 

実は昨年度まで私は愛知県被災者センターというところでセンター

長をやっていまして、愛知県には東日本大震災で被災した方が、被災
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当初 1,250 名ほど避難をされていて、今も 1,000 人弱の方が避難して

います。現在も災害時のストレスが残っており、子どもだけでなく高

齢者の方もいらっしゃいます。 

せっかくですので、他の防災団体の事例を見たり、学習活動も取り

入れると、よりよい活動のアイデアが生まれると思います。ぜひ、こ

の地域はいつ災害が起きるか分からないので、そのときの備えのため

にも、みなさんのグループの勉強も含めながら、子ども達にフィード

バックしていくように取り組んでいただけたらと思います。 

＜事業説明＞ 

④一般社団法人日本キッズ体育協会 

＜質疑応答＞ 

織田選定員 子どもの体力が落ちている。そもそも生活環境が室内遊びだとか、

塾ばかりで、なかなか体動かす機会がなくなっている社会状況の中で、

すごく大切な取り組みだと思います。 

事業計画書の裏面、幼児１５名、小学生１５名、中学生１５名とい

ふうになっていて、カッコ書きのところに１５名×４回と書いてある

のですが、幼児、小学生のところが６０分と書いてあるのは、「分」で

はなく「名」ではないですかね。人数ですよね。 

一般社団法人日

本キッズ体育協

会 

そうです。人数です。 

織田選定員 これだけの回数をやっていくということなんですけれども、予算書

で見ていくと、講師料 6,000 円（4 時間）×2 人＝12,000 円、12,000

円×4 日＝48,000 円となっています。この講師は先程の回数のどこの

部分で参加される方の講師料になりますか？ 

一般社団法人日

本キッズ体育協

会 

基本的には全部のところをお願いし、鍼灸師の資格だったり、健康

運動指導士だったり、専門知識を持った人に関わってもらうことで、

終わった後に親御さんからお子さんの発達相談や体の相談が多いの

で、そういう専門家に来ていただくということで、できるだけ仲間と

しても理学療法士を持っている方とか、今集まっていただいています

ので、必ず２人お願いしてやっていきたいと思っています。 

織田選定員 そうしますと、回数に対して講師謝礼の数が足りない気がします。 

一般社団法人日

本キッズ体育協

内部講師は謝礼がかかりません。外部講師のみお支払いするという

ことです。 
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会 

織田選定員 そういうことですね。ありがとうございます。 

あと、チラシ代が 70,000円計上されていますが、何枚をどう配りま

すか。１２回分を分散して１回ずつチラシをまいていくのか、あるい

はまとめてプログラムを組んでチラシをまいていくのか、教えてくだ

さい。 

一般社団法人日

本キッズ体育協

会 

以前お願いした業者さんですと、13,000枚ぐらいで 17,500円で印刷

していただけたのでそれを４回やります。尾張旭の小中学校に配るの

と、折込でいれるとか、ポスティングをするところもあわせて 10,000

枚強を印刷して集めたい。１５名にさせていただいたのが、公共施設

の体育室だとか、競争率が激しいので、会場が最低限の広さをとった

ときに、先程のものだと１００名超えていたので、１番小さい会場で

やったと想定した時の１回１５名で。 

織田選定員 すごい数を配っていらっしゃるので、本当は郵送費とか入れなくて

大丈夫ですか。 

一般社団法人日

本キッズ体育協

会 

郵送にはしないように協力をあおぎながらやっていけたらなと考え

ていますが、変更するかもしれません。 

＜選定員講評＞ 

齊藤選定員 本日は４団体の方に非常に興味深いプレゼンテーションしていただ

きどうもありがとうございました。私自身は大学の教員で、市民活動

については、教科書を読んで勉強するということが多いのですが、こ

ういった現場から皆様の活動から学ばせていただくことがたくさんあ

りまして、大変感銘を受けました。どの団体さんもすでに自立してい

らっしゃるところが多いなと感じました。目的がはっきりしていて、

何をどのように進めていくのか、きちんと考えられているところが印

象的でした。自分達の地域をより良くしたり、自分達も地域に愛着を

持っていて、知りたいという思いも伝わってきて、それは行政・企業

でなく、市民の方々だからこそできることだと思います。そういった

気持ちを大切にしてほしいなと思います。 

あと、これまでいくつかのプレゼンテーションを聞いて思ったので

すが、せっかく今日は４団体と少なくさびしかったのですが、せっか

く尾張旭市の市民の方々がすばらしい活動をしていて、その共有する

場でもあるので、ぜひこの機会をうまく活用して、団体さんの間で連

携をとっていただいて、お互いのイベントに出あったり、チラシを配

りあったりして、そういうことにもつなげていっていただけたらと思
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いました。 

竹内選定員 

 

 

 

 お疲れさまでした。皆さん非常に工夫を凝らして活動していること、

様々な活動をしてみえることを改めて感じました。 

本日ご紹介いただいた活動につきまして、子育て、地域づくり、防

災、福祉、世代間交流と、いろんなことを進めるうえで、すばらしい

取り組みであると感じました。こうした活動で顔と顔が見える関係が

構築されることが、まちが安心で安全に暮らすことができる、そうい

ったまちづくりにつながっていくことを期待させるものだったと思い

ます。皆様の今後の発展を期待しまして、講評とさせていただきます。 

岡田選定員 

 

皆様本当にお疲れさまでした。皆様の発表を聞かせていただいて、

４つともすばらしい取り組みだなというのが実感です。 

どの取り組みも、今、課題となっていることなのかなと思います。

行政だけでは、十分な対応や支援ができない状況の中、皆様にこのよ

うに取り組んでいただけるということに関しまして、非常に感謝して

います。これから豊かな地域社会を築いていくためには、これらの取

り組みは非常に大切なものだと感じております。今後皆様によりいっ

そうご活躍いただければなと思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。  

＜会長総評＞ 

織田選定員 どの活動も地域社会に必要な活動だと思っています。それぞれの視

点で現場から見てこういうものが必要なんだ、と活動を始められたん

だと思います。それがはっきりとプレゼンを見て伝わってきたと思い

ます。すばらしいプレゼンですし、すばらしい活動内容でした。 

ひとつ、気になっていたのは、数字の書き方を見させていただいて、

ここだけは直していただけるといいなと思いました。なぜかというと

尾張旭市の助成金だけでなく、今後活動を広げていこうと思ったとき、

いろいろな助成金を取っていったほうがいいと思うんですけど、この

書き方だと、よその助成金は取れないと思います。 

まず、人数、利益を受ける人、参加者だとか、そういう人数は総数

を書いた方がいいです。できるだけ大きく見せると印象が良くなりま

す。あと、単価の数字は、一つ一つ掛け算をしっかり書く。単価×人

数×回数＝合計を書くんです。それがないと、この数字が正しいかど

うか分かりません。 

皆さんのものを電卓で計算し直してみましたが、合わないかもしれ

ないなあ、と思いながら計算していました。ぴったり数字が合うのも

あったので、これを何に使うのか、何故必要なのか明確に書いてある

となるほどなと分かります。 
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大雑把に書いてありますが、例えば、紙代ならＡ４の紙がどれだけ

買って、文具なら文具をどれだけ買って、見積もりは、今、インター

ネットで調べられるので、単価として計算してみて、この数字になり

ますよと、郵送費とかかかるようなら、切手代が何円切手×何箇所か、

そういうのを書くと説得力が出ます。数字はできるだけしっかりと書

いてほしいです。例えばチラシ枚数は何回発行するのかを書いておく

と一目で分かります。私は、編集作業しているので、印刷代はこんな

にかからないだとか、これは見積もりすぎとか、すぐ分かってしまう

ので、こういうのは分かるんです。甘く審査するか、辛く審査するか

でずいぶん変わってきますので、ぜひこういうのは、単価をしっかり

書いてください。インターネットで単価はすぐ調べられます。それを

一つ一つ丁寧に計算しておくと、実際になぜいいかというと、申請で

は面倒だが、実際自分達が事業をやっていくときに、必要なものを計

算し忘れていると少なく助成金を申請していて、足りなくなるときが

あるんです。 

そういうことがないようにしていくためにも、しっかりと計算して

おくと、あとはしっかりとした、大きい、初期の活動でも３０万円ぐ

らいの助成金もありますし、一般的なのは１００万円、大きいのです

と１千万円という助成金もあります。そういうのを狙っていけると事

業として成り立ってきます。将来的に事業を目指すような団体さんは、

見積をしっかり取っていただいてと思います。 

私の場合は申請書を書くときには先にお金から計算します。お金か

ら計算して事業を組み立てます。タイプはいろいろありますので、事

業からものを計算していく方法もあります。そういうのは身に付けて

いただくと大きな事業がやれるようになると思います。ぜひ気をつけ

ながら申請書を作り上げていただけたらなあと思います。皆様に期待

をこめて講評とさせていただきます。ありがとうございました。 

＜閉会あいさつ＞ 

事務局 本日の公開プレゼンテーションは以上で終了します。 

 


